
新米をはじめ、さまざまな農作物が収穫の時期を迎えています。サンマやサケなどの魚も脂がのっておいしい季節です。

このように秋は旬の食べ物が豊富で、気候も過ごしやすく食欲が増すことから、「味覚の秋」や「食欲の秋」といわれます。 

 食事のとき、テレビやスマートフォンを見ながらダラダラ食べていませんか。食事に集中してよく味わうことで、満足

感が高まり、心も体もリフレッシュできます。五感を使って味わい、「味覚の秋」を楽しみましょう。 

味覚は、舌の表面などにある「味蕾」という器官で感じます。味蕾は子どものうちに発達し、成長とともに少しずつ減少していくとされて

います。そのため、子どもは大人よりも味に敏感です。また、すっぱいもの（酸味）や苦いもの（苦味）が苦手な子が多いのは、「酸味＝腐っ

たもの」「苦味＝毒」と本能的に感じて避けるようになっているためです。味の経験を積むことで食べられるようになりますが、苦手なものを

無理に食べるのは逆効果です。調理法を工夫する、一口だけ食べてみるなど、無理のない範囲で、いろいろな味を経験してみましょう。 

 国では、10月を「食品ロス削減月間」、10 月 30 日を「食品ロス削減の日」と定めています。 

食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。現在、日本の食料自給率は約 38％（カロリーベース）※1と、多くを

海外からの輸入に頼っています。それにもかかわらず、年間約 461 万トン（推計値）もの食品ロスが発生しています※2。これは、１人１日

当たり、おにぎり１個分を捨てている量に相当します。食品ロスを減らすことは、地球環境を守り、限りある資源を大切にすることにつな

がります。まずは、身近なところから「もったいない」を減らしていきましょう。 

 

※1：農林水産省（令和６年度）   

※2：消費者庁・環境省・農林水産省（令和６年度） 

１０月２８日は 港区の 商店街コラボ給食 

地域と学校のコラボレーションによる魅力的な給食の提供を通して、地域

と学校の連携強化及び商店街復興を図ることを目的に実施しています。お店

の味を学校給食で子どもたちに届け、お店や商店街、地域に関心をもって  

もらうことを目指しています。全 9 店舗の協力飲食店のうち、1 年間に    

3 店舗の料理、3 年間で全ての店舗の料理を提供することになっています。 

今年度１回目は…１０月２８日(水) 
「ひごの屋」さんの  

柔らかチキン南蛮 ＆ 塩昆布の炒め無限キャベツ  

 

１０月の行事食  １０月２３日(金)：十三夜  

満月には少し早い、新月から１３日目の月です。十五夜

の次に美しい月と言われています。また、この頃に収穫 

時期を迎えることから「豆名月」とも呼ばれます。この日

の給食には、大豆・大豆製品がたくさん登場します。 

 １０月３１日(土)：ハロウィン  

 かぼちゃで作った魔除け「ジャック・オ・ランタン」を 

飾る風習があります。給食では、前日の３０日(金)に 

かぼちゃコロッケを提供する予定です。 


